
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.19 

じょうしん、ほくえんこうかきょうほか

常新、北園高架橋他 

▼  橋梁諸元  

   工 事 名： 常新、北園Ｂl 他 

   事 業 者： 首都圏新都市鉄道(株) 

   発 注 者： 日本鉄道建設公団 関東支社 

   設 計 者： パシフィックコンサツタンツ㈱及び八千代エンジニヤリング（株） 

   位  置： 茨城県北相馬郡守谷町守谷甲～筑波郡谷和原村筒戸 

   路線規格： １級線 

   列車荷重： 標準列車荷重 Ｍ－１５ 

   路線本数： 複線 

   設計速度： Ｖ＝160 km/h 

   施工数量： 橋脚 108 基（うち 72 基に SPER 工法を適用）、高架橋９基、床版桁･単Ｔ桁 24 連、他 

 常新、北園高架橋他は、秋葉原を起点としてつくばへ至る常磐新線の中で、

茨城県内の守谷町～谷和原村付近（1127m 区間）に建設された鉄道高架橋工事

です。 

 橋脚数 108 基のうち、等断面（2,000×2,500）かつ橋脚高さ（橋脚基礎から

梁下までの高さ）が 4.0ｍ以上の 72 基に対して、プレキャストパネル工法であ

る「SPER 工法」を採用しています。 

 工場製作したプレキャストパネルの採用による現場施工の省力化と、パネル

内部に埋め込む帯鉄筋に高強度鉄筋の採用によるパネルのスリム化を図って

います。 
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▼  工程表  

▼  設計概要  

○  橋脚製作工法に「SPER工法」を採用 
 

・ プレキャストパネル( t＝80mm)の内側に橋脚軸方向鉄筋が配置されるため、かぶりが若干大きくなります。

この影響により、耐力低下がおこる部材については、軸方向鉄筋の径のランクアップおよび本数の追加を

行いましたが、鉄筋量としては数％程度の増加に抑えられることがわかりました。 
 

・ 鉄道総研および鉄建公団による実験において、帯鉄筋に採用した細径異形ＰＣ鋼棒（SBPDN1275/1420）の

有効引張強度として 800 N/mm2（材料降伏強度：1,300 N/mm2）まで評価できることを確認したため、SD390

と同等の靭性と耐力が確保できました。 
 

・ プレキャストパネルは、吊り込みに対する検討およびコンクリート打設側圧に対するひび割れの検討を行

い、型枠厚さ：80mm、高さ：1275mmに設定しています。 
 

・ 帯鉄筋に採用した細径異形ＰＣ鋼棒は、マルチ加工とし、中間帯鉄筋までを一筆書きの一体化加工として、

極力継ぎ手をなくしています。 
 

・ 帯鉄筋の組立作業および型枠解体作業が不要となるため、通常の施工法と比較して、約 ３０％以上の工期

短縮が図れます。 
 

・ 工場製作されたプレキャスト版を採用しているため、高品質で美しい仕上がりを確保できるとともに、型

枠材などが削減できるため、地球環境に優しくできます。 

鉄筋かご プレキャストパネル パネル建込み状況 

(3/12)
平成10年 平成11年 平成12年 平成13年

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

 準備工

 基礎杭工事

 橋脚工事（■SPER工法）

 高架橋工事

 床版桁、単Ｔ桁工事

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2丁目1番6号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


